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1. [bookmark: _Toc497562234]はじめに
[bookmark: _Toc497562235]Dotshopについて
　ドット絵作成向けのお絵描きツールです。鉛筆や消しゴムなどの基本的な機能のほか、レイヤー、元に戻す／やり直し、回転と反転、色調変更などの機能があります。編集したイメージはBMP、JPEG、PNG、GIF、アイコンファイル、カーソルファイル、GIFアニメーションファイルに保存できます。また、プロジェクトファイルとして保存すれば、そのファイルから編集を再開することもできます。
高DPI環境、マルチディスプレイ環境にも対応しています。

[bookmark: _Toc455619295][bookmark: _Toc497562236]動作環境
Windows10にて動作確認済みです。
Microsoft .NET Framework 4.5.2以上が必要です。

[bookmark: _Toc455619296][bookmark: _Toc497562237]連絡先
	メール
	empty.sky.shirangana@gmail.com

	コミュニティ
	https://com.nicovideo.jp/community/co2136247

	Twitter
	https://twitter.com/powderdust001



[bookmark: _Toc455619297][bookmark: _Toc497562238]著作権および免責
本ソフトウェアはフリーソフトウェアです。どなたでもご自由にお使いいただけます。著作権は制作者の粉塵exが保有しています。本ソフトウェアを許可なく再配布したり販売したりすることを禁止します。
本ソフトウェアを使用したことによって生じたすべての障害、損害等に関しては、制作者および制作者の所属するいかなる団体、組織とも一切責任を負いません。各自の責任においてご使用ください。

[bookmark: _Toc497562239]使用ライブラリ
Magick.Net 7.14.3.0
Newtonsoft.Json 12.0.2.23222

[bookmark: _Toc455619298][bookmark: _Toc497562240]更新履歴
[bookmark: _Toc455619299]2017/07/09 Version 1.0.0
一般公開。

2017/07/26 Version 1.1.0
　貼り付けをした後に「元に戻す」を使用すると落ちる問題を修正。
　一部メニュー項目のツールチップが表示されていない問題を修正。
　範囲選択ツール以外のツール使用時にも編集イメージをダブルクリックすると全選択されてしまう問題を修正。
　色の編集ウィンドウを表示した状態で終了したときに位置が保存されない問題を修正。
　一部のボタンを右クリックした時もクリック判定になる問題を修正。
　編集イメージ上でドラッグ中にショートカットキーが有効になる問題を修正。
　リサイズモード中にショートカットキーが有効になる問題を修正。
　メインディスプレイ以外でウィンドウを最大化したときにメインディスプレイ上で最大化される問題を修正。
　「色の編集ウィンドウを常に表示する」をONにしているとタスクバーからウィンドウを閉じられない問題を修正。
　鉛筆ツール、消しゴムツールで連続的な線が描画されるように改善。
　スポイト機能を編集イメージ上に表示されている色を取得する仕様に変更。
　色の編集ウィンドウの「画面から色を取得」の機能を使用したときにアルファ値を255にセットするように変更。
　カラータイルが常に表示されるように変更。
　編集イメージ上でのカーソルを十字カーソルに変更。
　GIFアニメーションを保存する際に、表示されているレイヤーだけを抜き出すように変更。
　円ツール、四角形ツールを単色図形に変更。
　レイヤーの表示状態を切り替えても「元に戻す」のデータを追加しないように変更。
　カーソルファイルのホットスポットを設定する機能を追加。
　鉛筆ツール、消しゴムツール、直線ツール、円ツール、四角形ツールで線の太さを設定する機能を追加。
　縁取りの機能を追加。
　円ツール、四角形ツールの内部の塗りつぶしのON/OFF機能を追加。
　レイヤーリストに右クリックメニューを追加。
　ショートカットキーの設定機能を追加。
　鉛筆ツール類の「上書きモード」、消しゴムツールの「不透明度」の機能を廃止。

2017/08/08 Version 1.2.0
　レイヤー結合後に不透明度が100になるように修正。
　閉じるボタン以外でウィンドウを閉じた時に保存確認が出ない問題を修正。
　半透明色の描画されている範囲を範囲選択して描画すると選択範囲の濃さが2倍になる問題を修正。
　カーソルモードで移動のみを行った場合はリサイズモードにならないように変更。
　元に戻す、やり直し時に選択範囲をある程度保持するように改善。
　色調変更などの際に選択レイヤーに何も描かれていないとエラーするように改善。
　高DPI環境での表示の乱れを改善。
　塗りつぶしツールの「上書きモード」を再実装。
　編集イメージエリアとレイヤーリストエリアの隙間をドラッグ&ドロップするとリサイズできる機能を追加。
　Ctrl+マウスホイール回転でズームする機能を追加。
　縁取りの機能に新規レイヤーとして作成する機能を追加。
　縁取りの機能を複数レイヤー可能に改良。
　ドロップシャドウの機能を追加。
　曲線ツールを追加。
　リサイズ時の右クリックメニューを追加。

2017/08/26 Version 1.2.1
　色の編集ウィンドウのカスタムカラーの選択状態を保存するように修正。
　編集エリア上でスペースキーを押しながらドラッグ&ドロップするとスクロールできる機能を追加。

2017/09/27 Version 1.3.0
　スポイトモードで左（右）ボタンでドラッグ中に右（左）ボタンを押すと落ちる問題を修正。
　編集イメージ上の選択カーソルを分かりやすい表示に改善。
　色の編集画面の「画面から色を取得」機能を使用した時に色の編集画面のみ非表示にするように変更。
　キーボードモードを追加。
　背景イメージの簡易表示切り替え機能を追加。
　GIFアニメーションの設定画面にプレビュー機能を追加。
　GIFアニメーションに背景色の設定を追加。
　右クリックの機能設定を追加。
　色の置換機能を追加。
　色の抽出機能を追加。
　CSVファイルへの保存機能を追加。
　マスクの機能を追加。
　拡大縮小保存機能を追加。
　色の編集画面にアルファ値を最小化、最大化するボタンを追加。

2017/11/04 Version 1.3.1
　イメージをHTMLに変換する機能を追加。

2018/08/01 Version 1.3.2
　キーボードモードでキー入力中に他の操作が有効のままになっている問題を修正。
　リサイズモード時にキー入力で選択範囲を操作する機能を追加。
　新規作成時のサイズ設定に24×24を追加。
　ライブラリのバージョンアップ。

2019/08/29 Version 1.3.3
　カレントフォルダがEXEのあるパスでない場合にマニュアルが開けない問題を修正。
[bookmark: _GoBack]　ライブラリのバージョンアップ。


2. [bookmark: _Toc497562241]プロジェクトの作成と保存
[bookmark: _Toc497562242]プロジェクトの作成
[bookmark: _Toc455619304]メニューの [ファイル] > [新規作成] または [image: ] アイコンからプロジェクトを新規作成できます。

[image: ]

プロジェクト名には任意のプロジェクト名を入力します。プロジェクト名はファイル保存時のデフォルトのファイル名として使用されるため、ファイル名に使用できない文字は使用できません。
サイズは幅・高さをそれぞれ1～1000Pixelで設定します。サイズはプロジェクト作成後には変更できません。
OKをクリックすると、プロジェクトが新規作成されます。

[image: ]
[bookmark: _Toc497562243]プロジェクトの切り替え
プロジェクトは同時に複数立ち上げておくことができます。
選択状態のタブは [image: ] のように黒く表示されており、非選択状態のタブは [image: ] のようにグレーで表示されています。プロジェクトのタブをクリックすると、編集するプロジェクトを切り替えられます。

[bookmark: _Toc497562244]プロジェクトの保存
　メニューの [ファイル] > [名前を付けて保存] からプロジェクトを保存できます。保存できるファイルの種類は以下のとおりです。
　
	種類
	拡張子
	備考

	プロジェクトファイル
	dsprj
	Dotshop独自のファイルです。

	BMP
	bmp
	

	JPEG
	jepg jpg jpe
	

	PNG
	png
	

	GIF
	gif
	単一のGIFイメージとして保存します。アニメーション付きで保存する場合は [GIFアニメーションを保存] から保存してください。

	アイコン
	ico icon
	単一のアイコンファイルとして保存します。マルチアイコンにはなりません。



　メニューの [ファイル] > [上書き保存] または [image: ] アイコンをクリックすると、プロジェクトが上書き保存されます。プロジェクトファイルとして保存されていない場合は、 [名前を付けて保存] になります。

[bookmark: _Toc497562245]プロジェクトを開く
　メニューの [ファイル] > [開く] > [プロジェクト] または [image: ] アイコンからプロジェクトとしてファイルを開けます。開くファイルは複数選択できます。イメージファイルを選択した場合は、そのイメージをプロジェクトとして開きます。GIFアニメーションファイルの場合は、アニメーションのフレームをレイヤーに分解して開きます。
[bookmark: _Toc497562246]レイヤーとして開く
　メニューの [ファイル] > [開く] > [レイヤー] からレイヤーとしてイメージファイルを開きます。GIFアニメーションファイルは単一のレイヤーとして開きます。レイヤーとして開いた直後はリサイズモードになるので、適切にリサイズしてください。

[bookmark: _GIFアニメーションを保存][bookmark: _Toc497562247]GIFアニメーション保存
メニューの [ファイル] > [GIFアニメーション保存] から、編集したイメージをGIFアニメーションファイルとして保存できます。

[image: ]

　レイヤー1枚がアニメーションフレーム1枚分になります。アニメーションは一番下のレイヤーから順に切り替わります。
　アニメーションの切り替え間隔は0.01秒単位で設定できます。
　カラータイルをクリックすると、背景色を設定できます。背景色はレイヤー1枚ごとに適用されます。
　256カラーをONにすると、256色に減色して保存されます。
　フレームごとに描画をリセット をONにすると、フレームが切り替わるごとに前のフレームがリセットされます。OFFにすると、前のフレームが残ったまま次のフレームが表示されるようになります。
　プレビューから動作を確認できます。


[bookmark: _カーソルファイルを保存][bookmark: _Toc497562248]カーソルファイル保存
[bookmark: _Hlk494229608]メニューの [ファイル] > [カーソルファイル保存] から、編集したイメージをカーソルファイルとして保存できます。

[image: ]

保存する前に、カーソルのホットスポット（クリック座標）を設定します。
なお、カーソルファイルは幅・高さがそれぞれ256Pixel以下である必要があります。



[bookmark: _Toc497562249]CSVファイル保存
　メニューの [ファイル] > [CSVファイル保存] から、編集したイメージを1画素ごとに分解したCSVファイルとして保存できます。

[image: ]

　文字コードはデフォルトではShift_JISですが、他にISO-2022－JP、EUC-JP、UTF-32、UTF-16（Unicode）、UTF-8、UTF-7が選択できます。
　データフォーマットはCSVデータのフォーマットの指定です。ダブルクォーテーションは自動では付加されませんのでご注意ください。以下の変数が使用できます。

	変数
	説明

	$A
	16進数のAlpha値に変換されます。ゼロパディングされます。

	$R
	16進数のRed値に変換されます。ゼロパディングされます。

	$G
	16進数のGreen値に変換されます。ゼロパディングされます。

	$B
	16進数のBlue値に変換されます。ゼロパディングされます。

	$a
	10進数のAlpha値に変換されます。ゼロパディングされません。

	$r
	10進数のRed値に変換されます。ゼロパディングされません。

	$g
	10進数のGreen値に変換されます。ゼロパディングされません。

	$b
	10進数のBlue値に変換されます。ゼロパディングされません。



※ゼロパディング……10未満の数値のとき、10の位を0で埋めるような表記のことです。
”01”,”02”,”03” のようになります。


[bookmark: _Toc497562250]拡大縮小保存
　メニューの [ファイル] > [カーソルファイル保存] から、編集したイメージを拡大または縮小して保存できます。

[image: ]

各サイズのファイルはまとめて指定のフォルダ配下に保存されます。
イメージサイズはチェックが入っているサイズが保存対象になります。指定のサイズを追加することもできます。
各サイズのファイルは「ファイル名_横のサイズ_縦のサイズ+拡張子」になります。
カラータイルをクリックすると、背景色を指定できます。
NearestNeighborモードについては リサイズ時の補間方法 を参照してください。
縦横比を維持する をONにすると、イメージの高さと幅の比率を維持して保存後のイメージサイズに合わせて伸縮します。
既存のファイルを上書きする をONにすると、保存先にすでにファイルがある場合は上書きします。OFFにすると、保存先にすでにファイルがある場合はファイル名に”(2)”のように番号が付きます。


[bookmark: _Toc497562251]プロジェクトを閉じる
[bookmark: _Hlk487223194]タブ [image: ] の×ボタンをクリックまたはタブ自体をホイールクリックするとプロジェクトが閉じられます。編集を行ってプロジェクトが未保存になっている場合、タブのプロジェクト名に”*”が付きます。未保存状態で閉じる場合は、保存するかどうかの確認ダイアログが表示されます。Dotshop自体を終了する際は、すべてのプロジェクトに対してそれぞれ未保存であれば確認ダイアログが表示されます。


[bookmark: _Toc497562252]イメージの編集
[bookmark: _Toc497562253]ツール一覧
	アイコン
	ツール
	機能

	[image: ]
	カーソル
	選択範囲を移動・リサイズします。範囲選択されていない場合は全体を選択します。複数の選択レイヤーをまとめて移動・リサイズできます。詳細は 選択範囲の操作 を参照。

	[image: ]
	範囲選択
	範囲選択します。範囲選択すると、選択範囲内だけ描画されるようになります。選択範囲外をクリックまたは右クリックメニューの「選択を解除」で範囲選択を解除できます。

	[image: ]
	鉛筆
	クリックまたはドラッグした座標に色を塗ります。右クリックの場合はサブカラーの色になります。

	[image: ]
	スポイト
	クリックまたはドラッグした座標の色を取得します。右クリックの場合は取得した色をサブカラーに反映します。

	[image: ]
	消しゴム
	クリックまたはドラッグした座標の色を消します。

	[image: ]
	直線
	ドラッグした座標からドロップした座標までの直線を描画します。右クリックの場合はサブカラーの色になります。

	[image: ]
	曲線
	ドラッグした座標からドロップした座標までの直線を描画します。続けて2回ドラッグ&ドロップすると、ドロップ位置に沿ったベジエ曲線（Bezier Curve）になります。

	[image: ]
	円
	ドラッグした座標からドロップした座標までの円を描画します。右クリックの場合はサブカラーの色になります。

	[image: ]
	四角形
	ドラッグした座標からドロップした座標までの四角形を描画します。右クリックの場合はサブカラーの色になります。

	[image: ]
	塗りつぶし
	クリックした座標と同じ色の範囲を塗りつぶします。右クリックの場合はサブカラーの色になります。

	[image: ]
	グラデーション
	メインカラーからサブカラーへの線形グラデーションを描画します。右クリックの場合はグラデーションの方向が逆になります。

	[image: ]
	スポイト
	クリックまたはドラッグした座標の色を取得します。右クリックの場合は取得した色をサブカラーに反映します。

	[image: ]
	元に戻す
	イメージの編集内容を1つ前の状態に戻します。

	[image: ]
	やり直し
	「元に戻す」の操作を取り消します。

	[image: ]
	拡大表示
	イメージの表示を2倍に拡大します。編集イメージの最大32倍まで拡大できます。

	[image: ]
	縮小表示
	イメージの表示を1/2に縮小します。表示倍率が4倍以下になると、罫線が非表示になります。編集イメージの等倍サイズまで縮小できます。

	[image: ]
	図形内部の塗りつぶし
	円、四角形ツールを選択しているときのみ表示されます。クリックすると、図形内部を塗りつぶすかどうかが切り替わります。

	[image: ]
	グラデーションの方向
	グラデーションツールを選択しているときのみ表示されます。クリックするとグラデーションの方向が切り替わります。

	なし
	線の太さ
	鉛筆、直線、円、四角形ツールを選択しているときのみ表示されます。描画する線の太さを設定できます。円、四角形ツールの場合は、図形内部の塗りつぶしがOFFのときに有効です。

	[image: ]
	メインカラー／サブカラー
	左の方がメインカラー、右のほうがサブカラーです。クリックすると、色の編集ウィンドウが開きます。

	[image: ]
	色入れ替え
	メインカラーとサブカラーの色を入れ替えます。

	
	編集メニュー
	

	なし
	切り取り
	選択範囲を消去し、クリップボードに切り取った範囲のイメージをコピーします。

	なし
	コピー
	クリップボードに選択範囲のイメージをコピーします。

	
	貼り付け
	クリップボードのイメージを新しいレイヤーとして貼り付けます。

	なし
	消去
	選択範囲を消去します。

	
	ツールメニュー
	

	
	回転と反転
	

	なし
	90°回転(時計回り)
	イメージ全体を時計回りに90°回転します。

	なし
	90°回転(反時計回り)
	イメージ全体を反時計回りに90°回転（時計回りに270°回転）します。

	なし
	180°回転
	イメージ全体を反時計回りに180°回転します。

	なし
	左右に反転
	イメージ全体を左右に反転します。

	なし
	上下に反転
	イメージ全体を上下に反転します。

	なし
	レイヤーを90°回転(時計回り)
	選択レイヤーを時計回りに90°回転します。回転後はリサイズモードになります。

	なし
	レイヤーを90°回転(反時計回り)
	選択レイヤーを反時計回りに90°回転（時計回りに270°回転）します。回転後はリサイズモードになります。

	なし
	レイヤーを180°回転
	選択レイヤーを反時計回りに180°回転します。回転後はリサイズモードになります。

	なし
	レイヤーを左右に反転
	選択レイヤーを左右に反転します。反転後はリサイズモードになります。

	なし
	レイヤーを上下に反転
	選択レイヤーを上下に反転します。反転後はリサイズモードになります。

	
	色調変更
	

	なし
	グレースケール
	選択レイヤーの色調をグレースケール化します。

	なし
	セピア
	選択レイヤーの色調をセピア風にします。

	なし
	反転
	選択レイヤーの色調を反転します。

	
	
	

	なし
	縁取り
	選択レイヤーに縁取り線を加えます。詳細は 縁取り を参照。

	なし
	ドロップシャドウ
	選択レイヤーに影を加えます。詳細は ドロップシャドウ を参照。

	なし
	色の置換
	選択レイヤーの特定の色の部分を別の色に置換します。詳細は 色の置換 を参照。

	なし
	色の抽出
	選択レイヤーの特定の色の部分を抽出します。詳細は 色の抽出 を参照。

	なし
	HTMLに変換
	編集イメージをHTMLに変換します。詳細は HTMLに変換 を参照。

	なし
	画面から色を取得
	スクリーン内のクリックした位置の色を取得します。


[bookmark: _選択範囲の移動とリサイズ]

[bookmark: _Toc497562254]選択範囲の操作
範囲選択ツールを使用すると、選択範囲内だけ描画されるようになります。また、編集イメージ上で右クリックするとメニューが開き、以下の機能が使用できます。

	[bookmark: _Hlk487312320]ツール
	機能

	選択範囲を切り取ったレイヤーを作成
	選択範囲を消去し、切り取った範囲のイメージのレイヤーを新たに作成します。

	選択範囲をコピーしたレイヤーを作成
	選択範囲のイメージをコピーしたレイヤーを新たに作成します。

	切り取り
	選択範囲を消去し、クリップボードに切り取った範囲のイメージをコピーします。

	コピー
	クリップボードに選択範囲のイメージをコピーします。

	消去
	選択範囲を消去します。

	すべて選択
	イメージ全体を選択状態にします。

	選択解除
	範囲選択を解除します。



　カーソルツールを使用して選択範囲の境界線をドラッグ&ドロップするとリサイズモードになり、選択範囲のリサイズができるようになります。変更を確定またはキャンセルするまで、他の機能は使用できません。（表示の拡大・縮小、ウィンドウの最小化・最大化を除く。）

[image: ]

	アイコン
	ツール
	機能

	[image: ]
	変更確定
	移動とリサイズの変更を確定します。右クリックメニューからも選択できます。

	[image: ]
	変更キャンセル
	移動とリサイズの変更をキャンセルします。右クリックメニューからも選択できます。

	なし
	選択範囲の幅
	数値を入力して選択範囲の幅をリサイズできます。

	なし
	選択範囲の高さ
	数値を入力して選択範囲の高さをリサイズできます。

	[image: ]
	Nearest Neighborモード
	リサイズ時の補間方法を切り替えます。詳細は リサイズ時の補間方法 を参照してください。



リサイズモード時はキーの入力で選択範囲の操作ができます。

	キー
	機能

	Enter
	変更確定の操作になります。

	ESC
	変更キャンセルの操作になります。

	←
	選択範囲を左方向に1Pixelずらします。

	↑
	選択範囲を上方向に1Pixelずらします。

	→
	選択範囲を右方向に1Pixelずらします。

	↓
	選択範囲を下方向に1Pixelずらします。

	Ctrl + ←
	選択範囲の幅を1Pixel小さくします。

	Ctrl + ↑
	選択範囲の高さを1Pixel小さくします。

	Ctrl + →
	選択範囲の幅を1Pixel大きくします。

	Ctrl + ↓
	選択範囲の高さを1Pixel大きくします。





[bookmark: _リサイズ時の補間方法][bookmark: _Toc497562255]リサイズ時の補間方法
リサイズ時の補間方法は、既定ではNearest Neighbor（最近傍補間）になります。Nearest Neighborでリサイズするとジャギー（イメージの輪郭の階段状のギザギザ）が目立ちます。Nearest NeighborモードをOFFにすると、High Quality Bicubic（高品質双三次補間）になります。High Quality Bicubic でリサイズするとジャギーを目立たせずにリサイズできます。

リサイズ前のイメージ
[image: ]

Nearest Neighborでリサイズ			High Quality Bicubicでリサイズ
[image: ]		[image: ]


[bookmark: _縁取り][bookmark: _Toc497562256]縁取り
　メニューの [ツール] > [縁取り] から、選択レイヤーに縁取り線を描き足すことができます。複数レイヤーに対応しています。

[image: ]

　サイズで縁取りのサイズ（Pixel）を調整できます。
カラータイルをクリックすると、縁取りの色を選択できます。
新規レイヤーをONにすると、縁取り部分のイメージを新規レイヤーとして作成します。（複数レイヤー選択時は必ずONになります。）新規レイヤーは一番上の選択レイヤーより1つ上に追加されます。
縁取りの設定は以下のような違いがあります。

元のイメージ			4方向			8方向
[image: ]		[image: ]	[image: ]


[bookmark: _ドロップシャドウ][bookmark: _Toc497562257]ドロップシャドウ
　メニューの [ツール] > [ドロップシャドウ] から、選択レイヤーに影を描き足すことができます。複数レイヤーに対応しています。

[image: ]

水平方向距離と垂直方向距離で影の位置を調節できます。
カラータイルをクリックすると、影の色を選択できます。
ぼかしで影のぼかし具合を調整できます。
新規レイヤーをONにすると、影の部分のイメージを新規レイヤーとして作成します。（複数レイヤー選択時は必ずONになります。）新規レイヤーは一番下の選択レイヤーより1つ下に追加されます。


[bookmark: _色の置換][bookmark: _Toc497562258]色の置換
　メニューの [ツール] > [色の置換] から、選択レイヤーの特定の色の部分を別の色に描きかえることができます。複数レイヤーに対応しています。

[image: ]

　検索する色、置換する色のカラータイルをクリックすると、それぞれの色を設定できます。
　置換ボタンをクリックすると、検索色に一致する色の部分が置換色に描きかえられます。

[bookmark: _色の抽出][bookmark: _Toc497562259]色の抽出
[bookmark: _Hlk497559560]メニューの [ツール] > [色の抽出] から、選択レイヤーの特定の色の部分を抽出することができます。複数レイヤーには対応していません。

[image: ]

カラータイルをクリックすると、抽出する色を設定できます。
補正の値を小さくすると、より抽出色に近い色のみが抽出されます。0にすると、RGB値が一致する色のみが抽出されます。アルファ値は比較されません。
切り取りの場合、元のレイヤーの抽出された部分が切り取られ、新しいレイヤーが作成されます。
コピーの場合、元のレイヤーの抽出された部分がコピーされ、新しいレイヤーが作成されます。
消去の場合、元のレイヤーの抽出された部分が消去されます。


[bookmark: _HTMLに変換][bookmark: _Toc497562260]HTMLに変換
　メニューの [ツール] > [HTMLに変換] から、編集イメージをHTMLに変換（※）してコピーすることができます。
· <font color="#000000">■</font> の形式になります。

[image: ]

　HTMLにはAlpha値がないため、編集イメージには背景色を指定します。
　有色ピクセルの文字に、HTMLに変換後の有色ピクセルの文字を指定します。
　無色ピクセルの文字に、HTMLに変換後の無色ピクセル（背景色と同じ色のピクセル）の文字を指定します。
　<br>タグの後に改行する をONにすると、HTMLに変換後の<br>タグの後に改行文字が入ります。改行文字にはCR（\r）、LF（\n）、CRLF（\r\n）のいずれかを指定できます。
Webセーフカラーのみ をONにすると、HTMLに変換後のcolorの値が最も近い色のWebセーフカラーになります。


[bookmark: _Toc497562261]レイヤーの操作
　編集エリアの右側にあるのがレイヤーのリストです。

[image: ]

　リスト内の項目をクリックすると、選択レイヤーが切り替わります。Ctrlキーを押しながらクリックすると、複数選択できます。Shiftキーを押しながらクリックすると、すでに選択されているレイヤーからクリックしたレイヤーまでをまとめて選択状態にできます。リスト内の項目をドラッグ&ドロップすると、レイヤーの順番を入れ替えられます。リスト内の項目をダブルクリックすると、レイヤー名を編集できます。リスト内で右クリックすると、メニューが開きます。

	アイコン
	ツール
	機能

	なし
	不透明度
	選択レイヤーの不透明度を0～100%で設定できます。

	なし
	レイヤー名編集
	選択レイヤーのレイヤー名を編集できます。

	[image: ]
	レイヤー新規作成
	レイヤーを新規作成します。選択レイヤーがない場合は、作成したレイヤーが1番上に追加されます。選択レイヤーがある場合は、選択レイヤーのうち1番上にあるレイヤーの上に追加されます。

	[image: ]
	レイヤー複製
	選択レイヤーを複製します。複数のレイヤーをまとめて複製することもできます。

	[image: ]
	レイヤー結合
	選択レイヤーを1つのレイヤーに結合します。選択レイヤーが1つの場合は、1つ下のレイヤーと結合します。

	[image: ]
	クリッピング
	選択レイヤーを1つ下のレイヤーでクリッピングします。

	[image: ]
	マスク
	選択レイヤーを1つ下のレイヤーでマスクします。

	なし
	すべてのレイヤーを選択
	すべてのレイヤーを選択状態にします。

	なし
	すべてのレイヤーを表示
	すべてのレイヤーを表示状態にします。この動作は「元に戻す」の動作に含まれません。

	なし
	すべてのレイヤーを非表示
	すべてのレイヤーを非表示状態にします。この動作は「元に戻す」の動作に含まれません。

	[image: ]
	レイヤー削除
	選択レイヤーを削除します。複数のレイヤーをまとめて削除することもできます。

	[image: ]
	表示切り替え
	このアイコンの表示されている部分をクリックすると、レイヤーの表示状態を切り替えられます。この動作は「元に戻す」の動作に含まれません。




[bookmark: _Toc497562262]色の編集
　色の編集を行うとき、色の編集ウィンドウが開きます。

[image: ]

　パレットのタイルをクリックするとタイルの色を取得します。
「色の追加」をクリックすると、設定されている色をカスタムパレットの選択タイルに反映します。（ただし、アルファ値は常に255になります。）
「画面から色を取得」はスクリーン内のクリックした位置の色を取得します。
Minボタンを押すとアルファ値が0になります。Maxボタンを押すとアルファ値が255になります。


[bookmark: _Toc497562263]キーボードモード
　キーボードモードをONにすると、キーボードでイメージを編集できます。

[image: ]

キーボードモード中は、鉛筆ツールなどの各ツールは使用できません。編集イメージ上をマウスでクリックした場合は、クリックした位置に選択カーソルが移動します。

· 描画
　Zキーで選択カーソルの位置にメインカラーの色を描画します。サイズは1×1で固定です。

· 消しゴム
　Xキーで選択カーソルの位置の色を消去します。サイズは1×1で固定です。

· スポイト
　Cキーで選択カーソルの位置の色を取得します。取得した色はメインカラーに反映されます。

メニューの [設定] > [キーボードモード] から、キーの割り当てができます。詳細は キーボードモード設定 を参照。




[bookmark: _Toc497562264]その他の機能
[bookmark: _Toc497562265]罫線の色
　メニューの [表示] > [罫線の色] から編集エリア内の罫線の色を設定できます。罫線の色はプロジェクトごとに設定できます。

[bookmark: _Toc497562266]背景の色
　メニューの [表示] > [背景の色] から編集エリア内の背景の色を設定できます。背景の色はプロジェクトごとに設定できます。
　「デフォルト」にすると白とグレーのチェック柄になります。
「単色」にすると、選択した色で塗りつぶした背景になります。

[bookmark: _Toc497562267]背景イメージ
メニューの [表示] > [背景イメージ] から編集エリア内の背景のイメージを設定できます。

[image: ]

背景イメージはプロジェクトごとに設定できます。背景イメージの設定はファイルパスのみが保存されますので、参照先のイメージファイルを差し替えると、読み込み時に背景イメージも変わります。表示方法には以下の5パターンが設定できます。

	表示方法
	説明
	イメージ

	左上に表示
	イメージのサイズはそのままで、編集エリア内の左上に背景イメージを表示します。
	[image: ]

	並べて表示
	イメージのサイズはそのままで、編集エリア内に背景イメージを並べて表示します。
	[image: ]

	中央に表示
	イメージのサイズはそのままで、編集エリア内の中央に背景イメージを表示します。
	[image: ]

	伸縮して表示
	イメージの幅と高さを編集エリアのサイズに合わせて、背景イメージを伸縮して表示します。
	[image: ]

	縦横比を維持して伸縮
	イメージの幅と高さの比率を維持して編集エリアのサイズに合わせて伸縮し、背景イメージを表示します。
	[image: ]



不透明度で表示する背景イメージの濃さを設定できます。100にすると、そのままの濃さで表示されます。

　背景イメージ設定後は、背景イメージの簡易表示切り替えが有効になります。

[image: ]



[bookmark: _Toc497562268]ショートカットキーの設定
　メニューの [設定] > [ショートカットキー設定] で、ショートカットキーの設定ができます。

[image: ]

ショートカットキーとして使用できるすべてのキーに対応しています。異なる動作に対して同じショートカットキーを設定することはできません。 [image: ] を押すと、ショートカットキーの設定が取り消されます。（ショートカットキーの設定がない状態になります。）すべて初期化を行うと、すべてのショートカットキーの設定が初期状態に戻ります。

[bookmark: _キーボードモード設定][bookmark: _Toc497562269]キーボードモード設定
　メニューの [設定] > [キーボードモード設定] で、キーボードモードのときのキーの割り当てが設定できます。
[image: ]

　各操作のキーの入力欄でキーを押すと、その操作に対するキーが割り当てられます。Ctrl、Shift、Alt以外のほぼすべてのキーに対応しています。ショートカットキーなどの設定と被らないようにご注意ください。

[bookmark: _Toc497562270]右クリック設定
　メニューの [設定] > [右クリック設定] で、編集イメージ上で右クリックした時の動作を設定できます。

[image: ]

· サブカラー
デフォルトの動作です。使用中のツールによって、サブカラーの色が描画されたり、メインカラーとサブカラーが逆になったります。

· 消しゴム
　右クリックした時に、消しゴム機能になります。消しゴムのサイズは消しゴムツールで指定されたサイズになります。

· スポイト
右クリックした時に、スポイトの機能になります。取得した色はメインカラーに反映されます。ただしスポイトツール使用中は、右クリックした時にサブカラーに反映されます。

· 元に戻す
　右クリックした時に、元に戻す機能になります。

[bookmark: _Toc497562271]色の編集ウィンドウを常に表示する
メニューの [設定] > [色の編集ウィンドウを常に表示する] で、色の編集ウィンドウの表示モードを設定できます。この設定をONにすると、メインカラーを常に編集しながらイメージを編集することができます。サブカラーの編集ができなくなるのでご注意ください。（メインカラーとサブカラーの入れ替え機能は使用できます。）

[bookmark: _Toc497562272]dsprjファイルをDotshopで開くように設定する
　メニューの [設定] > [dsprjファイルをDotshopで開くように設定する] で、拡張子がdsprjのファイルをDotshopで開くように設定することができます。この設定を行うにはDotshopを管理者として起動しておく必要があります。

3. [bookmark: _Toc497562273]FAQ
[bookmark: _Toc444812880][bookmark: _Toc497562274]起動しようとすると警告が出る
　インターネット上からダウンロードしてきた実行形式のファイルは、起動する際に次のような警告ダイアログが表示されることがあります。

▼Windows7の場合
[image: 無題]
「実行」をクリックすれば、起動することができます。「このファイル開く前に常に警告する」もしくは「この種類のファイルであれば常に警告する」のチェックを外しておけば、以降の起動ではこのダイアログは表示されません。（チェックを外すことによって、この警告ダイアログの表示がスキップされるのは、このソフトウェアの起動のみです。）
▼Windows10の場合
[image: a]

「詳細情報」をクリックすると「実行」のボタンが表示されます。

[image: ]

「実行」をクリックすれば起動できます。以降の起動ではこのダイアログは表示されません。


[bookmark: _Toc497562275]開けるプロジェクトの数
　開けるプロジェクトの数に上限はありません。

[bookmark: _Toc497562276]作成できるレイヤーの数
作成できるレイヤーの数に上限はありません。ただし、プロジェクト内に大量のレイヤーがあると、動作が遅くなることがあります。

[bookmark: _Toc497562277]元に戻せる回数
元に戻せる回数に上限はありません。

[bookmark: _Toc497562278]レイヤーリストを拡大したい
　編集イメージエリアとレイヤーリストエリアの間を左右にドラッグ&ドロップすると、レイヤーリストを拡大・縮小できます。ドラッグ中は表示が多少乱れることがありますが、仕様です。

[image: ]

[bookmark: _Toc497562279]編集エリアを簡単にスクロールしたい
　Spaceキーを押しながらドラッグ&ドロップすると、編集エリアをスクロールできます。

[bookmark: _Toc497562280]キーボードモードで描画できないときがある
　編集イメージがアクティブ（フォーカスされている状態）でないと、キーボードモードの状態でキーを入力しても反応しません。編集イメージ上を一度クリックすると、アクティブになります。

[bookmark: _Toc497562281]最大化しているときにタスクバーのアイコンをクリックしても最小化しない
　Dotshopのウィンドウを最大化しているとき、タスクバーにあるDotshopのアイコンをクリックしても最小化しません。仕様です。最小化ボタンをクリックすれば最小化できます。

[bookmark: _Toc497562282]多重起動
　Dotshopは基本的に多重起動できません。dsprjファイルをDotshopで開くように設定している場合、すでにDotshopが起動しているときは新しいタブでファイルが開きます。

[bookmark: _Toc497562283]高DPI環境
　DotshopはDPI 100%、125%、150%、175%の環境で動作確認済みです。ただし、マルチディスプレイ環境でそれぞれのディスプレイのDPIが異なる場合は動作保証いたしておりません。

[bookmark: _Toc497562284]設定ファイルの保存場所
　Dotshopの設定ファイルは以下の場所にあります。
C:\Users\%UserName%\AppData\Roaming\Dotshop\Dotshop.exe_Url_{ランダムな文字列}\{バージョン番号}\
ファイル名：user.config
設定を破棄（初期化）する場合は、この設定ファイルを削除してください。
Dotshopを起動中にこの設定ファイルを開かないでください。

[bookmark: _Toc497562285]アップデート方法
以下のページから最新のバージョンをダウンロードしてください。
http://www.vector.co.jp/soft/winnt/art/se516212.html
ダウンロードしたZIPファイルを任意のフォルダに展開し、古いバージョンのファイルをそれぞれ新しいバージョンのファイルで上書きしてください。上書きしない場合（古いバージョンと新しいバージョンのフォルダパスが異なる場合）は設定が引き継がれませんのでご注意ください。
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